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新型コロナ感染防止に関する緊急要請 

  

新型コロナ感染症の感染予防対策の推進に日夜ご奮闘いただいていますことに感謝申し上げます。 

現在、新型コロナ第８波によって、医療の逼迫（ひっぱく）が深刻となっています。高齢者施設のクラ

スター発生件数、死亡者数は第７波に匹敵しており、救急搬送困難事例も急増しています。これまで、医

療体制の確保、介護施設への支援策、検査の拡充など要請を重ねてきました。 

特に政府から新型コロナ感染に関する情報が全く伝わらない状況が続いています。第８波の感染状況

について、医療機関、介護施設の実態を含めて、県民に対する情報発信を抜本的に強化することが必要で

はないでしょうか。改めて、高齢者をはじめ県民の命を守るため対策を強化していただくようお願いし

ます。 以上の理由から、次の事項を緊急に要請いたします。 

記 

 

１、  病床のさらなる確保をもとめます。 

病床確保助成（初期費用等）を地方自治体独自の判断で行えるようにするなど、新型コロナ対

応医療交付金を地方独自の感染予防対策・医療提供体制確保に柔軟に使えるように国に求め、

病床のさらなる確保を行うことをもとめます。 

２、  発熱外来に対する体制確保補助金の充実を求めます 

特に高齢者など重症化リスクの高い発熱患者が、早期に確実に受診できる体制を構築すること。 

３、 高齢者の有症状患者の入院などを積極的に進めることを求めます。 

これはクラスターが多く発生している高齢者施設の感染予防対策としても重要です。 

・高齢者に特化した療養施設、臨時の医療機関の開設などを積極的に進め、稼働病床の拡大も含

めた積極的な受け入れ体制の強化を進めること。 

・高齢者施設にとどまることを余儀なくされた場合にも、抗ウイルス薬の適切な処方など早期

治療が行えるよう対策を強めること。 

４、 高齢者施設の感染予防とクラスター発生への対応について、支援を強化することをもとめます。 

ＰＰＥやＮ９５マスクの提供、ゾーニングおよびＰＰＥ装着による職員の稼働可能時間数の減

少をふまえた支援単価・上限の引き上げ、クラスター発生による減収に対する補填（ほてん）、

また施設の換気・空気清浄装置の設置へのさらなる支援を行うこと。 

５、 医師・看護師の体制強化と処遇改善をすることをもとめます              

 以上 


